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【年通号数】公開・登録公報2010-015
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月26日(2010.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下部と、上部と、上記下部と上記上部との間を延びる中間部と、上記下部と上記上部の
うちの少なくとも一方から伸び椎骨の棘突起と係合するための１対の横壁とを有していて
、各横壁が骨留め具を受け入れるための孔部を有している、Ｕ字形の植え込み可能な装置
と、
　上記植え込み可能な装置を上記棘突起に固定するためのねじ付きのボルト及びねじ付き
のナットを有する骨留め具とを備えていることを特徴とする、植え込み可能な椎弓間・棘
突起間安定化システム。
【請求項２】
　上記横壁の各孔部が皿穴を含んでいることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　上記１対の横壁が上記上部から伸びていて、
　該システムが、さらに上記下部から伸びる第２の１対の横壁を備えていて、上記第２の
１対の横壁の各横壁が骨留め具を受け入れるための孔部を有していることを特徴とする、
請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　さらに、ねじ付きのボルト及びねじ付きのナットを有する第２の骨留め具を備えている
ことを特徴とする、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　上記中間部が圧縮可能であることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　上記中間部が、柔軟なヒンジとして機能するように形成されていることを特徴とする、
請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　上記１対の横壁が、互いに相対的に移動可能であることを特徴とする、請求項１に記載
のシステム。
【請求項８】
　上記１対の横壁が、該横壁が伸びている下部又は上部に対して相対的に移動可能である
ことを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
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【請求項９】
　下部と、上部と、上記下部と上記上部との間を延びる中間部と、上記下部と上記上部の
うちの少なくとも一方から伸び椎骨の棘突起と係合するための１対の横壁とを有していて
、各横壁が骨留め具を受け入れるための孔部を有している、Ｕ字形の植え込み可能な装置
と、
　上記植え込み可能な装置を上記棘突起に固定するための骨留め具と、
　該システムの植え込み時に、上記植え込み可能な装置の上記孔部を通して上記骨留め具
を挿入するための挿入具とを備えていることを特徴とする、植え込み可能な椎弓間・棘突
起間椎骨安定化システム。
【請求項１０】
　上記骨留め具が、ねじ付きのボルトとねじ付きのナットとを有することを特徴とする、
請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　上記横壁の各孔部が皿穴を含んでいることを特徴とする、請求項９に記載のシステム。
【請求項１２】
　上記１対の横壁が上記上部から伸びていて、
　該システムが、さらに上記下部から伸びる第２の１対の横壁を備えていて、上記第２の
１対の横壁の各横壁が骨留め具を受け入れるための孔部を有していることを特徴とする、
請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　さらに、ねじ付きのボルト及びねじ付きのナットを有する第２の骨留め具を備えている
ことを特徴とする、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　さらに、上記第１の１対の横壁と上記第２の１対の横壁との間に、それぞれ、２つの棘
突起を配置するための１対の圧縮ペンチを備えていることを特徴とする、請求項１２に記
載のシステム。
【請求項１５】
　さらに、上記挿入具と協働するように形成された締め付け具を備えていて、該締め付け
具の回転が上記ボルト及び上記ナットを互いに螺合させることを特徴とする、請求項９に
記載のシステム。
【請求項１６】
　さらに、上記棘突起の骨組織を貫通する穴を穿孔して、上記骨留め具を受け入れるよう
に形成された穴を形成する穿孔具を備えていることを特徴とする、請求項１５に記載のシ
ステム。
【請求項１７】
　上記穿孔具が、上記棘突起から摘出された骨組織を除去して上記穴を形成することを特
徴とする、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　上記中間部が圧縮可能であることを特徴とする、請求項９に記載のシステム。
【請求項１９】
　上記中間部が、柔軟なヒンジとして機能するように形成されていることを特徴とする、
請求項９に記載のシステム。
【請求項２０】
　上記１対の横壁が、互いに相対的に移動可能であることを特徴とする、請求項９に記載
のシステム。
【請求項２１】
　上記１対の横壁が、該横壁が伸びている下部又は上部に対して相対的に移動可能である
ことを特徴とする、請求項９に記載のシステム。
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